
逆転社会 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００４．８．５） 

 

 ゆっくりと変化しているものはなかなか気付かないのですが、日本の社会では２０

世紀末から２１世紀初めにかけて様々な変化が発生しています。今日はそれらのなか

で、逆転した社会現象を紹介したいと思います。 

 

 第一に労働力人口が増加する社会から減少する社会に逆転しました。戦後、ベビー

ブームも手伝って日本の労働力人口は１９５５年の４１９４万人から順調に増加し

てきましたが、１９９８年に６７９３万人で頂点に到達し、それ以後は減少し、２０

０３年には６６６６万人となり、５年間で１２７万人も減っています。 

 その影響があるかも知れませんが、働く人々の価値観も大きく変わっています。内

閣府の「国民生活に関する世論調査」では、「貴方は今後の生活において、貯蓄や投資

をして将来に備えることに力を入れたいと思いますか、それとも現在の生活を楽しむ

ことに力を入れたいと思いますか」というアンケート調査を毎年おこなっています。

簡単に言えばイソップ物語にあるアリかキリギリスかという質問です。 

 １９７０年にはアリ派すなわち将来に備えるという人が５４％で、キリギリス派、

すなわち現在を楽しむという人は２８％でした。ところが、１９８５年頃に逆転し、

２００２年にはアリ派が２７％、キリギリス派が５６％となり、３０年間で丁度反対

になりました。 

 同じような調査をＮＨＫもしているのですが、人生の生きがいが仕事か余暇かとい

う質問について、１９７８年には４３％が仕事、２９％が余暇で、仕事という人のほ

うが多かったのですが、１０年後の１９８８年に３１％と３４％というように逆転し

ました。さらに１０年後の１９９８年には２６％と３７％というように、余暇を生き

がいとする人のほうが大幅に多数になりました。 

 

 逆転までにはなっていませんが、余暇を追求するためにフリーターで生活する人も、

この１０年ほどに急速に増えています。フリーターとは主婦と学生を除く１５歳から

３４歳までの人で、正規雇用ではない人のことですが、１９９０年には１８３万人で

全体の１０％でしたが、２００１年には４１７万人と２倍以上に増え、５人に１人が

フリーターになっています。 

  

 その流れの中で、結婚しない男女も増えています。例えば２５歳から２９歳という

２０代後半について、未婚の比率を調べてみると、１９６０年には男が４６％、女が

２２％でしたが、２０００年には男が６９％、女が５４％と、４０年間で未婚比率は

急増しました。いずれも会社や異性に拘束されたくないという気持ちを表していると

思います。 

 そのような人たちは、遊んでいるのかというと、必ずしもそうではないようです。

内閣府の「社会意識に関する世論調査」で、社会のために貢献したいと考えている人



と考えていない人の比率は、１９８０年には４６％と４８％で、わずかですが社会貢

献に関心のない人のほうが多かったのですが、１９８０年代の後半から急速に社会貢

献をしたいという人が増え、２０００年には６０％の人が社会貢献したいと考えてい

る一方、それに関心のない人は３７％となり、大逆転となっています。 

 同じ調査の中に「これからは、国民は国や社会に目を向けるべきか、まだ個人の生

活の充実に専心すべきか」という質問については、１９８０年代前半では両者は同じ

程度の比率でしたが、９０年代に入ると、社会派は５２％、個人派は２８％というほ

どになりました。 

 

 これを裏付けているのが家計貯蓄率、すなわち収入のうち貯金に回す金額の比率で

す。１９５５年には１３・９％でしたが、毎年のように増大し、１９７５年には２３・

１％で最高になりました。ところが、それ以後、今度は急速に減少しはじめ、２００

２年には６・２％にまで低下してしまいました。もちろん、不景気で生活が苦しく、

貯蓄に回す余裕がないということもあると思いますが、キリギリス派が増えたことも

影響していると思います。 

 社会の景気を反映している税収も同じような傾向で、１９７５年の１４兆円程度か

ら１９９０年には６０兆円まで増大しましたが、２００４年度には４２兆円ま減少し

てしまいました。 

 

 色々と数字を並べてきましたが、これらを総合して言えることは、２０世紀から２

１世紀に移行する時期に、日本の社会は明治時代から続いた人口や経済が増大してい

く状態から増加しない社会に移行し、それとともに、国民の意識や価値観が、会社の

ために一生懸命働いて将来に備えるということから、家庭や余暇を重視して、充実し

た現在を送るということに大転換してきたのだと思います。一言でいえば、成熟社会

の到来ということです。 

 現在、大半の方々が夏休みでゆったりした毎日を過ごしておられるかと思いますが、

それはまさに社会の大きな流れなので、自信をもって遊んでいただければと思います。 

 


